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●
 「和平」と「和解」
　
オスロ合意（一九九三年）後の
パレスチナ情勢は、イスラエル政府とＰＬＯ （パレスチナ解放機構）の「和平」を軸に進展してきた。停滞しても、 「崩壊寸前」といわれても、両者の和平交渉が情勢の軸となってきたことに変わりはない。ところが この数年のあいだに、その軸は、さもパレスチナ人組織同士の「和解」へと移行したかのようだ。つまり ＰＬＯ 主要組織ファタハと、ガザ地区を実効支配するハマース あいだの和解が、大きくクローズアップされている。たとえば、ベイルートに拠点を置く独立研究機関「アラブ統一研究センター」が発行する月刊の思想・研究誌﹃ムスタ バル・アラビー﹄ （アラブの未来）では、パレスチナ情勢につ て、ここ数年はファタハとハマースの 「和解」
を扱った記事ばかりが目立つ。一時のものかに思われた両者の対立は、二〇一七年の六月で一〇年目を迎える。●
 「和解」は進展するか
　
二〇一四年六月に、ファタハと
ハマースは暫定の統一内閣を結成した。しかし、情勢は楽観を許さない。あるアラビア語の論説は、二〇一六年七月の段階で「パレスチナの分裂を終結させようとする多くの試みが、失敗 てきた」と手厳しい（参考文献①） 。この言葉を裏付けるように マフムード・アッバース大統領 昨年（二〇一六年）の年頭挨拶は、 「統一内閣の組閣に向けた取り組みを改めて約束する」 と述べるものだった （参考文献②） 。 は、ＰＡ（パレスチナ暫定自治政府）の大統領であると同時に、ＰＬＯ
の代表（議長） 、そしてファタハの代表である。その彼が二〇一五年に一方的に決定した再組閣によって、統一内閣は有名無実化しているのだ。　
さらに、二〇一六年一〇月には、
予定されていたはずの地方議会選挙（パレスチナでは、ＰＡ議会選挙の前哨戦となってきた）が、西岸地区の最高裁の判断 延期された。ガザ地区を（依然とし ）管理するハマースは、こ 決定が西岸地区を事実上 拠点としているファタハによる謀略であると非難を隠さない。つまり、次 選挙で、ハマースが躍進 ことをファタハが危惧しているのだという。一方で、その月末にはカタルを舞台に、ファタ とハマース トップ会談も報じられた。分析のタイミング次第では、停滞しているとも進展しているともいえるのが、 「和
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解」の現状である。　
両者の対立は、本来は政治イデ
オロギー的なもの り、さらに踏み込んでいえば公的な権力と、社会的な反体制勢力の対立であった。つまり、ＰＡの制度内にあるファタハと、ＰＡの枠外で活動するハマースという関係 ある。それが大きく変わったのが、二〇〇六年一月のＰＡ議会の選挙だった。いまやハマースは選挙で多くの支持を集めた政党組織であり、制度上はファタハと同じく を構成している。ところが、このハマースの変化を認めず、依然として拒絶の姿勢を崩さな 者も多かった。アメリカやＥＵ、 国連といった 「和平」の仲介者は、ハマースの変化を容易には認めなかった。これが、ファタハの一部 勢力 後押しし、両組織の分裂を促したことは否定できない。ガザ地区の治安担当者であったムハンマド・ダハラーンは、ハマースに特に厳しい立場で臨んだ人物の典型である。これ裏返しであろうか。ファタハとハマースの和解交渉は、アッバース大統領によるダハラーンの更迭（二〇一一年六月）から始められている。
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●
 依然として基軸の「和平」
　「和解」に（後退とみるか、発展とみるかはおくとしても）変化がみられる一方で、ほとんど話題に上らなくなってしまったのが、
「和平」である。ところが、事態の展開をみれば、実は「和平」が依然として情勢の基本軸であることがわかる。　
ＰＡにとって「和平」は、統治
の正当性を国際的に認められる前提であり、公に否定することは許されない。先ほど見たアッバース大統領の年頭挨拶は、 冒頭から 「和平」に言及するものであった。「我々は、権利と公正、平和を望んでいる。パレスチナ みならず中東や世界の平和は、 〔パレスチナの〕人々の権利の承認とパレスチナ問題の公正な解決なしに実現されることはない」と 言葉に他意はないだろう。パレスチナ人組織による自爆攻撃が続いた二〇〇二年頃 、 「暴力の停止 をＰＡを代表して呼びかけた は、アッバース大統領その人である（当時は首相） 。ところが、パレスチナ社会から見れば、現在 イスラエル政府を率いるビンヤミン・ネタニヤフ首相 、かつて和平プロセスを最初に停滞させた強硬な指
導者という印象が強い。オスロ合意の成立に尽力したあるイスラエル人研究 は、かつてのネタニヤフ政権（一九九六～九九年）について、端的に「失敗」と言い放っている（参考文献③、 九七ページ） 。　
現状では「和平」が進展する可
能性が低 以上 住民からの要望が強い「和解」にＰＡが取り組むことは当然だろう。裏返せば、 「和平」に何かしらの動きがみられれば、 「和解」を含め 情勢は大きく変化する。新たに就任するアメリカの大統領が、どのような仲介姿勢を打ち出 のか、注目に値る。●
 世代交代という課題
　
以上述べてきた見通しに、大き
な不安材料を挙げるならば、それは指導者の世代交代を除いて他にはないだろう。というのも、ＰＡのアッバース大統領は一九三五年生まれであり、世代としては初代大統領 ヤースィル・アラファート（二〇〇四年死去）と同世代である。二〇一六年には、再び健康不安に関する報道も聞かれた。一方でガザ地区のハマース政権を率いるイスマーイール・ハニーヤ一九六二年生まれであり、世代の
差は歴然である。片やＰＬＯ設立時（一九六四年）にはすでに成熟した青年活動家 ったアッバースに対して、ハニーヤは大衆蜂起インティファーダ（一九八七～九三年）の時期に 期を迎えた世代に属する。イスラエルとの「和平」に取り組む せよ、ハマースとの「和解」を進めるにせよ アッバース大統領を継ぐ指導者の登場は、ＰＡやファタハにとって不可欠である。しかし、ハニーヤと同世代にあたるファタハの有力者は、イスラエルの刑務所内で収監中のマルワーン・バルグーティー（一九五九年生まれ）を別として、アッバースが自ら更迭し ダハラーン（一九六一年生まれ）を除いて他にはいない。権力の空白化は、意外なほど現実的な危機として、パレスチナ情勢の今後に影を落としている。（すずき
　
ひろゆき／日本学術振
興会特別研究員ＰＤ）《参考文献》①
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